
































































































































































　2010年 9月末～ 2011年 1月末迄の 4ヶ月間






























































































































































いては、以下の図 1-1、図 1-2、図 1-3に示し、e-learning英語学習の「前」
と「後」の伸長幅に関する個々の学習者の分布状況については、図 2-1、図
2-2、図 2-3に示した。

































































































































～ 10点の伸長幅が 31.3%と最も多く、次に 1～ 5点が 15.6%であった。26

































る。合計点の伸長幅は、16～ 20点が 18.8%と最も多く、続いて 11～ 15点



































































































































































































































































































































































































⑴　「Newton e-Learning TOEIC TEST Aコース TLTソフト」については、Newton
社の TOEIC TEST Aコース TLTソフト説明パンフレットを参照した。
⑵　筆者が勤務する大学の国際関係学部では、2011年 4月より特色ある英語教育の実践と
して e-learning授業を 1年次生の必須科目として導入した。また、ハイレベルな学習
者も含めて英語力を更に伸ばしたい学習者が継続的に学習できるよう、1年次秋学期お
よび 2年次春・秋学期にも e-learning英語科目を選択科目として配置し、目標達成レ
ベルを学期ごとに上げながら 2年間に亘って e-learning英語学習を継続できるよう配
慮したカリキュラム構成となっている。
⑶　今回の研究では、4ヶ月の学習期間に関する成果報告であったが、筆者が指導を行った
別の学習者グループが、4ヶ月更には 9ヶ月の e-learning学習期間を経て、どのように
英語力を向上させたかについては、別の論文で報告を行うこととする。
